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	令和8年度福山大学公開講座
	共に創る、次の50年～対話から生まれる備後の新価値～
	令和8年度は、開学50周年を終えて新たな歩みを始める年となります。これまで福山大学は、教育・研究活動を通して備後地域の発展に寄与してきました。こうした実績を踏まえ、地域の皆さまとともに「次の50年」を考えるため、今年度は統一テーマに「共に創る、次の50年 ～対話から生まれる備後の新価値～」を掲げます。本講座では、備後地域の自然、文化、産業など、多様な魅力と課題を多角的に取り上げ、大学の研究成果をわかりやすく紹介します。サステナビリティやデジタル化、地域連携など、次世代に向けた新たな観点も交えながら、参加者との対話を通じて地域の価値創造を目指します。本公開講座が、大学と地域が共に未来を描く第一歩となることを期待しています。
	経済学部　高山 和夫　教授 G･D･Pを学ぼう
	工学部　田中 寿夫　教授 海事産業集積地としての備後エリア⁻造船の再生と新しい価値の創造を考える⁻
	文学研究は、備後の新価値創造に、どのように貢献できるでしょうか。残念ながら、「すぐに役立つ」、「生産的な」方法は思いつきません。しかし、次の50年、いや100年後の地域の文化を考えるに当たっては、実は、文学研究の視点が思わぬ貢献をしてくれるかもしれません。AI について、様々なことが言われていますが、人類誕生以来、人間がずっと大切にしてきた文化である詩の言葉について、100年後の文化を（1000年前も）視野に入れつつ、考えてみたいと思います。具体的には、CM のキャッチコピーから、ポップミュージックの歌詞、和歌や俳句などの詩について、言葉の技法の研究（韻数文解）や楽しさを紹介したいと思います。
	備後地域は瀬戸内海の恵みに支えられ、多様な魚類と豊かな魚食文化を育んできました。本講座では、この魚食を通じて「次の50年」の地域価値を考えます。魚に含まれるドコサヘキサエン酸（DHA）やエイコサペンタエン酸（EPA）などの機能性成分が健康維持に寄与することを解説するとともに、天ぷらをはじめとする調理法や香りとの関係も紹介します。また、魚の種類や生態が栄養価や機能性、おいしさに与える影響や、未利用魚の活用による地域活性化の可能性にも触れながら、備後の未来をより元気で豊かなものにするヒントを考えてみたいと思います。

	第1回 9/19
	第2回 9/26
	人間文化学部　重迫 隆司　教授 韻数文解：詩の言葉との対話
	第3回 10/3
	第4回 10/10
	生命工学部　我如古 菜月　講師 魚食がつなぐ備後の未来　～栄養・おいしさ・機能性から考える次の50年〜
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